
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－275175
(P2003－275175A)

(43)公開日 平成15年9月30日(2003.9.30)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/12    

   �A�6�1�L  2/18    

   �A�6�1�B  1/12    

   �A�6�1�L  2/18    

�4�C�0�5�8

�4�C�0�6�1

審査請求 未請求 請求項の数 4　ＯＬ（全 3 数）

(21)出願番号 特願2002－83295(P2002－83295)

(22)出願日 平成14年3月25日(2002.3.25)

(71)出願人 593183528

株式会社カイゲン

大阪府大阪市中央区道修町2丁目5番14号

(72)発明者 脇 道弘

大阪府大阪市中央区道修町2丁目5番14号  

株式会社カイゲン内

(72)発明者 前田 豊之

大阪府大阪市中央区道修町2丁目5番14号  

株式会社カイゲン内

(74)代理人 100062144

弁理士 青山 葆 (外3名)

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 医用内視鏡付着物除去剤および除去方法

(57)【要約】
【課題】  簡便にして、安価な医用内視鏡の体内挿入部
チューブの被覆体表面の付着物の除去。
【解決手段】  ｐＨ１１．０－１３．７のアルカリ性水
溶液に、内視鏡の挿入部チューブを浸漬すること。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ｐＨ１１．０－１３．７のアルカリ性水
溶液を有効成分とする医用内視鏡の挿入部チューブの被
覆体表面の付着物除去剤。
【請求項２】  アルカリ性水溶液が水酸化ナトリウム水
溶液または次亜塩素酸ナトリウム水溶液であり、被覆体
がウレタン系被覆体である請求項１の医用内視鏡の挿入
部チューブの被覆体表面の付着物除去剤。
【請求項３】  医用内視鏡の挿入部チューブの被覆体表
面の付着物を除去するに十分な時間、該被覆体をｐＨ１
１．０－１３．７のアルカリ性水溶液に浸漬するか、ま
たは該被覆体と該水溶液含有柔軟支持体を接触させるこ
とを特徴とする該被覆体表面の付着物除去方法。
【請求項４】  アルカリ性水溶液が水酸化ナトリウム水
溶液または次亜塩素酸ナトリウム水溶液であり、被覆体
がウレタン系被覆体である請求項３の医用内視鏡の挿入
部チューブの被覆体表面の付着物除去方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医用内視鏡の挿入
部チューブの被覆体表面の付着物除去剤並びに除去方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】医用内視鏡は、二次感染などを防止する
ために、その使用の都度厳密に洗浄、消毒されている。
かかる洗浄、消毒方法として種々のものが考案され、用
いられている。しかし、内視鏡は高価である為、小数個
の内視鏡しか保持されていない医療機関が多く、そこで
は短時間で回転使用されているのが現状である。従って
長時間かけて洗浄、消毒するわけにはいかず、二次感染
を防止するために必要な洗浄、消毒だけが行なわれ、そ
のため体液などの付着物、更には挿入時に塗布される表
面麻酔剤や潤滑剤に含まれるセルロース系添加物の除去
が充分でないのが現状である。
【０００３】内視鏡の体内挿入部チューブは挿入時、消
化管などの体管などに極力刺激を与えたり、傷をつけな
いように、例えばウレタン系の合成樹脂で被覆されてい
る。そして、よりスムースに体内に挿入できるように、
該被覆体表面に、セルロース系添加物を含む表面麻酔
剤、潤滑剤などが塗布され、使用される。該体内挿入部
はその使用の都度、体液などと接触する他、このような
表面麻酔剤や潤滑剤が塗布される関係上、体液成分およ
びセルロース添加物などがその被覆部に徐々に付着し、
通常の洗浄では完全には除去されない。そのため使用頻
度が重なると被覆表面がこのような付着物などでいびつ
になり、その結果挿入に際して体管に刺激を与え、傷を
つけることになり、また挿入部チューブの弾力性が乏し
くなり、スムースな作動に支障を来し、内視鏡利用者に
非常な苦痛を強いることになる。従って、やむを得ず新
しい被覆材と交換・修理せざるをえない。しかし、その
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交換・修理には高い費用がかかるのが現状である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかるに、短時間に簡
便にして、安価な医用内視鏡の体内挿入部チューブの被
覆体表面のかかる付着物の除去が強く要望されていた。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明者らは、高ｐＨの
アルカリ性水溶液に該チューブを浸すことにより、全く
意外にも短時間でほぼ完壁にその付着物を除去しうるこ
とを見出したのである。即ち、本発明はｐＨ１１．０－
１３．７、好ましくは１１．６－１３．０のアルカリ性
水溶液を有効成分とする医用内視鏡の挿入部チューブ被
覆体の付着物除去剤に関する。また、本発明はｐＨ１
１．０－１３．７のアルカリ性水溶液を有効成分とする
洗浄、除去剤を用いて、医用内視鏡の挿入部チューブ被
覆体表面の付着物を除去する方法にも関する。より詳し
くは、医用内視鏡の挿入部チューブの被覆体表面の付着
物を除去するに十分な時間、該被覆体をｐＨ１１．０－
１３．７のアルカリ性水溶液に浸漬するか、または該被
覆体と該水溶液含有柔軟支持体を接触させることを特徴
とする該被覆体表面の付着物除去方法に関する。
【０００６】
【発明の実施の形態】本発明につき、以下に更に具体的
に説明する。本発明に用いられるアルカリ性水溶液とし
ては、内視鏡の挿入部チューブの被覆体であるウレタン
系などの合成樹脂そのものの物理的性質に影響を与えな
い限り、特に制約はない。好ましくは水酸化ナトリウ
ム、次亜塩素酸ナトリウムなどを下記ｐＨ値になるよう
に水に溶かして調製した水溶液が用いられる。必要に応
じ炭酸ナトリウムを加えてもよい。次亜塩素酸ナトリウ
ム水溶液の場合、臭化カリウムを添加してもよい。ま
た、洗浄・除去効果を高めるために、界面活性剤などの
通常用いられている洗浄剤を適宜配合してもよい。本発
明に用いられるアルカリ性水溶液のｐＨは１１．０－１
３．７の範囲に、好ましくは１１．６－１３．０に、使
用するアルカリで調整すればよい。また必要に応じ、緩
衝液を加えて上記ｐＨに調整してもよい。ｐＨが１１を
下回ると、付着物の除去に多くの時間を要し、実用的で
ない。
【０００７】かくして調製されたアルカリ性水溶液に、
内視鏡の挿入部チューブを５－３０分間、好ましくは５
－１０分間、浸漬することにより該チューブの被覆体表
面の付着物が除去される。その際に内視鏡自体（レンズ
や金具）やチューブの内部に該水溶液が接触、浸入しな
いように、剥離可能な防水テープなどで保護する必要が
ある。また、浸漬中あるいは浸漬後に軽く挿入部チュー
ブの被覆体をブラッシングすればより早く付着物を洗
浄、除去できる。また、上記で調製したアルカリ性水溶
液を、タオルやフエルトなどの織布や不織布、あるいは
スポンジなど柔らかい支持体に染み込ませ、これで挿入
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部チューブの被覆体をしばらく包み、その後擦ることに
よっても、付着物を洗浄、除去できる。
【０００８】
【実施例】以下実施例を挙げて本発明を具体的に説明す
る。
実施例１．換気のよい洗い場で５－６％の次亜塩素酸ナ
トリウム水溶液（ｐＨ１３．４）をプラスチック製桶に
入れ、頻繁に使用され、被覆体外皮が黄土化した内視鏡
の挿入部のチューブ（末端のレンズ部を防水テープで覆
い）をその桶に丸めていれ、約５分間浸漬した。次に外
皮部をスポンジで万遍なく丁寧に擦ると光沢ある黒色面
が現れた。直ちに挿入部チューブを取りだし、水洗する
と、付着物が固着する前と同じような表面になった。そ
の表面をデジタルマイクロスコープ（１７５倍）で観察
したところ、付着物は殆ど除去されていた。
【０００９】実施例２．換気のよい洗い場で約３％の次
亜塩素酸ナトリウム水溶液に界面活性剤を配合した粘性
のある液（ｐＨ１３．２）を含浸させた不織布またはス
ポンジで、被覆体外皮が黄土化した内視鏡の挿入部のチ
ューブを包むようにして全体を１－２分湿らせた後、約
１０分間丁寧に擦る作業を続け、水洗すると、元の光沢
ある黒色面が現れた。その表面をデジタルマイクロスコ
ープ（１７５倍）で観察したところ、付着物は殆ど除去
されていた。
【００１０】実施例３．換気のよい洗い場で約１％の次
亜塩素酸ナトリウム水溶液に臭化カリウム液を１：１の
割合で混合（ｐＨ１２．０）し、プラスチック製桶に入
れ、被覆体外皮が白っぽく光沢のない内視鏡の挿入部の
チューブ（末端のレンズ部を防水テープで覆い）をその
桶に丸めていれ、約１０分間浸漬した。次に外皮部をス
ポンジで丁寧に擦ると元のような黒色で光沢のある面が
現れた。その表面をデジタルマイクロスコープ（１７５*
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*倍）で観察したところ、付着物は除去されており、洗浄
効果が確認された。
【００１１】実施例４．水酸化ナトリウム（１２５
ｇ）、炭酸ナトリウム（５６ｇ）を水（８１９ｇ）に溶
かし（ｐＨ１３．４）、これを水で１０倍に希釈し（ｐ
Ｈ１３．１）、プラスチック製桶に入れ、被覆体外皮が
白っぽく光沢のない内視鏡の挿入部のチューブ（末端の
レンズ部を防水テープで覆い）をその桶に丸めていれ、
約３０分間浸漬した。次に外皮部をスポンジで丁寧に擦
ると元のような黒色面が現れた。これを水洗後、その表
面をデジタルマイクロスコープ（５０倍）で観察したと
ころ、付着物は除去されていることが確認された。
【００１２】実施例５．約３規定の水酸化ナトリウムに
界面活性剤を配合した水溶液（ｐＨ１３．３）を、プラ
スチック製桶に入れ、被覆体外皮が黄土化した内視鏡の
挿入部のチューブをその桶に丸めていれ、約５分間浸漬
した。次に外皮部をスポンジで丁寧に擦ると元のような
光沢ある黒色面が現れた。これを水洗後、その表面をデ
ジタルマイクロスコープ（１７５倍）で観察したとこ
ろ、付着物は除去されていた。
【００１３】実施例６．換気のよい洗い場で約１％の次
亜塩素酸ナトリウム水溶液（ｐＨ１１．６）を、プラス
チック製桶に入れ、被覆体外皮が白っぽく光沢のない内
視鏡の挿入部のチューブをその桶に丸めていれ、約１０
分間浸漬した。次に外皮部をスポンジで丁寧に擦ると元
のような光沢ある黒色面が現れた。これを水洗後、その
表面をデジタルマイクロスコープ（５０倍）で観察した
ところ、付着物は除去されていた。
【００１４】
【発明の効果】本発明に係る除去剤を用いることによ
り、医用内視鏡の挿入部チューブの被覆体表面の頑固な
付着物を短時間で除去し得る。
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